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笑顔

暮

５５
月月
３３００
日日
はは
「「
消消
費費
者者
のの
日日
」」
でで
すす
。。

近近
年年
、、
イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
やや
携携
帯帯
電電
話話
なな

どど
のの
急急
速速
なな
普普
及及
にに
よよ
っっ
てて
、、
新新
しし
いい
タタ
イイ

ププ
のの
トト
ララ
ブブ
ルル
がが
急急
増増
すす
るる
なな
どど
、、
私私
たた
ちち

のの
生生
活活
をを
取取
りり
巻巻
くく
状状
況況
はは
まま
すす
まま
すす
多多
様様

化化
・・
複複
雑雑
化化
しし
てて
いい
まま
すす
。。

市市
でで
はは
、、
昨昨
年年
４４
月月
、、
全全
国国
でで
初初
とと
なな
るる

『『
消消
費費
者者
憲憲
章章
』』
をを
制制
定定
しし
、、
ここ
れれ
まま
でで
のの

消消
費費
者者
保保
護護
とと
とと
もも
にに
��
市市
民民
一一
人人
ひひ
とと
りり

がが
自自
らら
考考
ええ
・・
行行
動動
すす
るる
たた
めめ
のの
消消
費費
者者
支支

援援
��
をを
明明
確確
にに
示示
しし
まま
しし
たた
。。

東東
大大
阪阪
市市
はは
、、
市市
民民
のの
みみ
なな
ささ
んん
がが
安安
心心

しし
てて
暮暮
らら
せせ
るる
よよ
うう
、、
市市
民民
生生
活活
にに
密密
着着
しし

たた
消消
費費
者者
行行
政政
にに
積積
極極
的的
にに
取取
りり
組組
んん
でで
いい

きき
まま
すす
。。

消費生活の地域リーダーの養
成と地域活動の活性化を図るた
め「くらしの市民講座」を開催
します。かしこい消費者になり
ませんか。
とき・内容 �６月１４日��
「最近の消費問題について」
消費者問題研究者 林郁さん
�８月２３日��「クリーニング
トラブル」 消費生活専門相談
員 山田宜子さん �１０月１８日

��「製品の安全安心」 独立
行政法人製品評価技術基盤機構
�１２月２０日��「私の信用情報」
�シー・アイ・シー 林正樹さ
ん、山形修さん �来年２月１４
日��「食の安全と食育」 大
阪樟蔭女子大学教授 瓦家千代
子さん ☆いずれも午後１時３０
分～３時で計５日間
対象・定員 市内在住の方・

５０人（申込先着順）

平
成
１９
年
度
の
統
一
テ
ー
マ
は
、

「
み
ん
な
で
築
こ
う

身
近
な
安
全
・

安
心
」
で
す
。

製
品
の
安
全
に
か
か
わ
る
事
件
や

事
故
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

消
費
者
自
身
も
安
全
へ
の
意
識
を

さ
ら
に
高
め
、製
品
の
安
全
な
取
扱
い

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

悪
質
商
法
に
気
を
つ
け
よ
う
�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
パ
ネ
ル
展

５
月
３０
日
の
消
費
者
の
日
に
あ
わ

せ
て
、若
江
岩
田
駅
前（
午
前
９
時
か

ら
）と
瓢
�
山
駅
前（
午
前
１１
時
か
ら
）

で
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
。ま

た
、午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、夢
広
場（
布
施
駅
前
）で
パ
ネ
ル
展

示
も
行
い
ま
す
。

発
行
し
ま
す

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

市
民
の
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防

ぎ
、心
豊
か
な
消
費
生
活
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

を
年
四
回
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
は
、２
月
に
創
刊

し
、愛
称
を
募
集
。多
数
の
応
募
の
中

か
ら�
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
東
大
阪
�に

ち
な
み
、親
し
み
が
あ
り
、肩
を
組
み

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
表
現
し
た

「
暮
ら
し
の
ス
ク
ラ
ム
」と
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
毎
回
ホ
ッ
ト
な
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▽
申
込

�
０
７
２
（
９
６
５
）
６
０

０
２
、
�
０
７
２
（
９
６
２
）

９
３
８
５

▽
相
談
�
０
７
２

（
９
６
５
）
０
１
０
２

消
費
者
保
護
と
自
立
支
援
へ

―
５
月
３０
日
は�
消
費
者
の
日
�―

くらしの市民講座

消費生活リーダー養成

古
紙
配
合
率
１００
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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平
成
１９
年
度
分
国
民
健
康
保

険
料
の
決
定
通
知
書
は
、
６
月

中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
料

の
賦
課
割
合
は
昨
年
と
同
様
、

医
療
分
、
介
護
分
と
も
に
、
所

得
割
五
〇
�
、
均
等
割
（
一
人

あ
た
り
の
金
額
）
三
五
�
、
平

等
割（
一
世
帯
あ
た
り
の
金
額
）

一
五
�
で
、
保
険
料
計
算
基
準

は
表
�
の
と
お
り
で
す
。

納
付
の
回
数
は
６
月
か
ら
来

年
３
月
ま
で
の
計
十
回
で
、
毎

月
末
日
で
す
。
必
ず
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
納
付
が
ど
う
し
て

も
困
難
な
方
は
、
早
め
に
国
保

保
険
料
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
世
帯
の
平
成

１８
年
中
の
総
所
得
金
額
等
合
計

が
次
の
場
合
、
均
等
割
額
と
平

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
昭
和
１７
年
１
月
１
日

以
前
生
ま
れ
の
公
的
年
金
等
受

給
者
は
、最
大
十
五
万
円
控
除
、

さ
ら
に
、
昭
和
１５
年
１
月
１
日

以
前
生
ま
れ
の
公
的
年
金
受
給

者
は
、
七
万
円
を
加
え
て
控
除

し
た
後
の
金
額
で
判
定
し
ま
す
。

▽
総
所
得
金
額
等
合
計
が
三

十
三
万
円
以
下
の
場
合
�
七
割

軽
減▽

二
人
以
上
の
世
帯
で
、
総

所
得
金
額
等
合
計
が
三
十
三
万

円
を
超
え
、三
十
三
万
円
＋〔
二

十
四
万
五
千
円
×
（
被
保
険
者

数
―
一
）〕以
下
の
場
合
�
五
割

軽
減▽

総
所
得
金
額
等
合
計
が
三

十
三
万
円
＋
（
三
十
五
万
×
被

保
険
者
数
）
以
下
の
場
合
�
二

割
軽
減

※
二
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、

７
月
３１
日
�
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
規
に
国
保
加
入
さ
れ
た
場
合

は
、
資
格
取
得
日
か
ら
十
四
日

以
内
に
二
割
軽
減
の
申
請
が
必

要
で
す
。
七
割
、
五
割
軽
減
に

つ
い
て
は
、
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

保
険
料
減
免
制
度

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
り
、

世
帯
の
合
計
所
得
金
額（
表
�
）

が
基
準
額
以
下
の
場
合
、
申
請

に
よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
減
免
条
件

▽
全
期
前
納

に
よ
る
報
奨
金
を
受
け
て
い
な

い

▽
十
八
歳
以
上
の
被
保
険

者
全
員（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）

が
税
務
署
・
市
民
税
課
な
ど
に

所
得
申
告
し
て
い
る
こ
と

▽

国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な

い
こ
と
（
徴
収
猶
予
の
承
認
を

受
け
、
誓
約
・
納
付
履
行
中
の

世
帯
を
除
く
）

※
不
況
な
ど
に
よ
る
所
得
減

少
は
減
免
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
擬
制
世
帯
の
場
合
は
、
擬

制
世
帯
主
も
所
得
判
定
し
ま
す
。

◇
減
免
の
範
囲

▽
風
水
害

・
火
災
・
地
震
・
落
雷
・
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

り
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き

▽
事
業
の
休
廃
業
・
失
業
な
ど

に
よ
り
、
前
年
中
の
所
得
が
四

割
以
上
減
少
し
た
と
き

▽
世

帯
に
原
子
爆
弾
被
爆
者
が
い
る

と
き

▽
世
帯
に
身
体
障
害
者

（
一
・
二
級
）、
ま
た
は
療
育
手

帳（
Ａ
・
Ｂ
１
）、
ま
た
は
精
神

障
害
者
一
級
の
方
が
い
る
と
き

▽
母
子
・
父
子
世
帯
で
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い

る
と
き

▽
昭
和
１８
年
３
月
３１

日
以
前
生
ま
れ
の
み
の
世
帯
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
所
得
に

よ
り
、
ほ
か
の
者
を
扶
養
し
て

い
る
と
き

未
納
の
国
保
険
料
は

至
急
納
め
ま
し
ょ
う

平
成
１８
年
度
分
保
険
料
の
納

期
限
は
３
月
末
で
す
。
納
め
忘

れ
な
ど
で
平
成
１８
年
度
分
が
残

っ
て
い
る
方
は
、
至
急
納
め
て

く
だ
さ
い
。

平
成
１８
年
度
分
の
未
納
保
険

料
が
あ
る
と
、
平
成
１９
年
度
分

保
険
料
と
支
払
い
が
二
重
と
な

り
、負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
付
状
況
が
保
険
証
の

有
効
期
限
に
も
影
響
し
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

納
付
書
が
手
元
に
な
い
、
未

納
の
金
額
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
す
ぐ
に
国
保
保
険
料
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。再
度
、

納
付
書
を
発
行
し
ま
す
。

夜
間
・
休
日
納
付
相
談

次
の
日
程
で
夜
間
・
休
日
納

付
相
談
を
行
い
ま
す
。

◇
と
き

▽
夜
間
�
５
月
２１

日
�
〜
２５
日
�

午
後
５
時
３０

分
〜
８
時

▽
休
日
�
５
月
２６

日
�
、
２７
日
�

午
前
９
時
〜

午
後
５
時

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

国
民

健
康
保
険
室
保
険
料
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
６
８
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

医
療
費
通
知
を
送
付

医
療
費
通
知
は
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
に
、
医
療
費
の
実

情
の
理
解
と
健
康
に
対
す
る
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

年
六
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
１８
年
１２
月
と

平
成
１９
年
１
月
の
診
療（
請
求
）

分
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
に
気

を
配
り
、
増
え
続
け
る
医
療
費

を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
４

「
夢
あ
る
ま
ち
に
す
る
た

め
に
〜
こ
れ
か
ら
の
地
域
に

つ
い
て
語
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
第
三
回
市
長
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
事
前
に
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募

集
し
、
当
日
、
抽
選
に
よ
り

発
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
一
人
三
分
以
内
で
す
。

◇
と
き

６
月
８
日
�

午
後
７
時
〜
８
時
３０
分
（
開

場
は
三
十
分
前
）

◇
と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
パ

ル
多
目
的
ホ
ー
ル（
中
鴻
池
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

◇
対
象
・
定
員

市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
方
・
百

人
（
当
日
先
着
順
）

【
意
見
を
募
集
】

テ
ー
マ
に
対
す
る
発
言
を

希
望
さ
れ
る
方
の
意
見
を
事

前
に
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
的
な
相
談
や

苦
情
な
ど
を
目
的
と
す
る
ご

意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

◇
応
募
方
法

意
見
と
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い

て
、５
月
２５
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

※
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
、
ひ

な
型
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
応
募
・
問
合
先

〒
５７７
・

８
５
２
１
市
役
所
市
政
情
報

相
談
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
２
３
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）３
８
０
１
、Ｅ
メ
ー
ル

sh
ijo@
city.h

igash
iosak

a.osak
a.jp

昨
年
１０
月
か
ら
３
月
ま
で

に
使
わ
れ
た
市
長
交
際
費
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
閲
覧
時
間

午
前
９
時

〜
午
後
５
時
３０
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◇
閲
覧
場
所

市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー

◇
問
合
先

秘
書
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
０
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
７

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
第
一
期
分
の
納
期
限
は
５

月
３１
日
�
で
す
。
納
期
限
ま

で
に
市
税
取
扱
金
融
機
関
ま

た
は
郵
便
局
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

１
月
１
日
現
在
、
登
記
簿

に
所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ

て
い
る
方
に
、
そ
の
年
度
分

の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

土
地
や
家
屋
を
売
買
し
た

場
合
は
、
契
約
内
容
な
ど
を

売
主
・
買
主
が
お
互
い
に
確

認
し
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

一
年
分
の
税
金
を
５
月
３１

日
ま
で
に
一
括
納
付
す
る
と
、

報
奨
金
を
年
税
額
か
ら
差
引

い
た
額
で
納
付
で
き
ま
す
。

報
奨
金
は
納
税
通
知
書
に
記

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
全
期
前
納
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
が

過
ぎ
る
と
取
扱
い
は
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
市
役
所
や

金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省

け
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

や
郵
便
局
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

納
期
限
を
５
月
３１
日
に

変
更
し
て
い
ま
す

軽
自
動
車
税

今
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税

の
納
期
限
は
５
月
３１
日
に
な

り
ま
し
た
。
５
月
１
日
に
納

税
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
市

税
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

に
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
４
月

１
日
を
過
ぎ
て
か
ら
廃
車
手

続
き
を
さ
れ
て
も
そ
の
年
度

は
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
４
月
２
日
以
降
、

登
録
手
続
き
を
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
年
度
の
税
金
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇

◇

◇
問
合
先

▽
固
定
資
産

税
の
課
税
内
容
に
つ
い
て
�

固
定
資
産
税
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
１
４
０
〜
４
、
�

０
６（
４
３
０
９
）
３
８
０
９

▽
軽
自
動
車
税
の
課
税
内
容

に
つ
い
て
�
税
制
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
３
４
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
０

▽
納
付
相
談
に
つ
い

て
�
納
税
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
４
８
〜
５
２
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
８

市長交際費執行状況
（平成１８年度下半期）
項 目 件数 金額（円）

祝金、寸志、会費など ０ ０
敬弔費 ６ ３１，２５０
見舞金、せん別、謝礼など ０ ０
賛助金など １ ２１，０００
賄料など ０ ０
その他（記念品） １ １０，０００

合 計 ８ ６２，２５０

表� 平成１９年度保険料計算基準（保険料率）

所得割額
（５０％）

医療分
世帯全員の前年中の賦課標準所得
金額に１１．９５％を掛けた額

介護分
介護２号該当者の前年中の賦課標
準所得金額に３．５０％を掛けた額

均等割額
（３５％）

医療分
世帯の被保険者数に３３，９６０円を掛け
た額

介護分
介護２号該当被保険者数に９，４８０円
を掛けた額

平等割額
（１５％）

医療分 １世帯当たり２７，９６０円を加えた額

介護分
介護２号該当の１世帯当たり５，５２０
円を加えた額

※介護分は４０歳～６４歳の被保険者（介護２号）だけで
計算

表� 平成１９年度所得基準

世帯人数 障害者 ひとり親
家庭 高齢者

１人 １８１万円 １２５万円
２人 ２１４万円 １８４万円 １５８万円
３人 ２４７万円 ２１７万円 １９１万円
４人 ２８０万円 ２５０万円 ２２４万円
５人 ３１３万円 ２８３万円 ２５７万円

市
長
交
際
費
を

公
開
し
て
い
ま
す

固定資産税・都市計画税第１期分

納期限は５月３１日

平
成
１９
年
度

市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

「
夢
あ
る
ま
ち
に

す
る
た
め
に
」

事
前
に
意
見
を
募
集
し
ま
す

（２）第８８２号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１９年５月１５日
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５
月
３１
日
�
は
「
世
界
禁
煙

デ
ー
」
で
す
。

世
界
禁
煙
デ
ー
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
構
）
が
定
め
た
も
の

で
、
喫
煙
者
に
は
二
十
四
時
間

喫
煙
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
み
ん
な
で
喫

煙
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
日

で
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
、
こ

の
日
か
ら
一
週
間
を
「
禁
煙
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
喫
煙
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策

受
動
喫
煙
と
は
、
室
内
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
環
境
に
お
い

て
、
他
人
の
タ
バ
コ
の
煙
を
吸

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
い
、

平
成
１５
年
に
公
共
施
設
で
の
受

動
喫
煙
の
防
止
義
務
を
明
示
し

た
「
健
康
増
進
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

市
で
は
昨
年
、
市
内
公
共
施

設
で
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の

調
査
を
実
施
。
施
設
内
で
の
禁

煙
率
は
四
年
前
の
三
三
・
三
�

か
ら
、
五
九
・
五
�
に
増
加
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
多
く

の
施
設
で
、
敷
地
内
や
出
入
口

付
近
に
灰
皿
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
受
動
喫

煙
防
止
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、�
ケ
ム
た
い
�
場
所
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
駅
・
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
交
通
機
関
や
飲
食

店
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

大
型
量
販
店
、娯
楽
施
設
が�
ケ

ム
た
い
�
と
い
う
意
見
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

世
界
禁
煙
デ
ー
を
機
会
に
、

受
動
喫
煙
に
つ
い
て
考
え
、
あ

な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の

た
め
に
、
禁
煙
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

世
界
禁
煙
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
、

５
月
３１
日
�
午
前
８
時
か
ら
９

時
ま
で
、
小
阪
・
若
江
岩
田
・

瓢
�
山
・
荒
本
駅
前
で
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

な
お
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

禁
煙
バ
ッ
チ
・
禁
煙
ス
テ
ッ
カ

ー
の
配
布
の
ほ
か
、
紙
芝
居
・

絵
本
な
ど
の
貸
出
し
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◇
問
合
先

健
康
づ
く
り
課

０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
２
、

�
０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
９

【
保
険
適
用
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ

ム
】ニ

コ
チ
ン
依
存
症
の
保
険
適

用
に
よ
る
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
て
い
る
医
療
機
関
が
市

内
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ニ
コ

チ
ン
パ
ッ
チ
を
利
用
し
た
禁
煙

を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
医
療
機

関
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
別
相
談
（
呼
気
中

一
酸
化
炭
素
測
定
・
尿
中
ニ
コ

チ
ン
濃
度
測
定
）
を
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

東
・
中
・
西
保

健
セ
ン
タ
ー

今
米
公
園
の
北
側
に
隣
接
す

る
川
中
邸
は
、
江
戸
時
代
に
大

和
川
付
替
え
に
功
績
の
あ
っ
た

中
甚
兵
衛
翁
に
つ
な
が
る
旧
家

で
、
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い

市
街
地
の
「
屋
敷
林
」
で
す
。

�
ま
ち
の
中
の
森
林
�
と
し

て
知
ら
れ
る
川
中
邸
（
五
千
平

方
�
）
は
『
都
市
緑
地
保
全
法
』

に
よ
り
、
昭
和
５９
年
に
府
下
で

初
め
て「
特
別
緑
地
保
全
地
区
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

は
、
ム
ク
ノ
キ
・
ア
ラ
カ
シ
な

ど
約
八
十
種
類
の
高
木
や
低
木

の
ほ
か
、
昆
虫
な
ど
が
数
多
く

生
息
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
屋
敷
林
の
保
全
活
動

に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
と
き

５
月
２２
日
�

午

後
１
時
３０
分
〜
４
時
（
雨
天
中

止
）◇

集
合
場
所

今
米
公
園（
近

鉄
「
吉
田
駅
」
東
出
口
よ
り
北

東
へ
徒
歩
約
３
分
）

◇
内
容

竹
林
整
理
、
清
掃

活
動
な
ど

◇
対
象

市
内
在
住
、在
勤
、

在
学
で
、
保
全
活
動
に
関
心
が

あ
る
１８
歳
以
上
の
方

※
作
業
が
で
き
る
服
装
で
、

軍
手
、
飲
み
物
を
持
参
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
行
事
名
、
住
所
・
氏
名
（
返

信
用
も
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、
５
月
１７
日
�（
必
着
）

ま
で
に
郵
送

助
成
し
ま
す

民
有
地
の
植
樹
資
金

民
有
地
の
植
樹
資
金
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
対
象
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
個
人
住
宅
】

道
路
に
面
し
て
い
る
長
さ
が

三
�
以
上
の
生
垣
に
植
樹
す
る

場
合
に
限
り
ま
す
。

【
事
業
所
】

規
模
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
職

場
と
住
居
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
職
場
に
比
重

が
大
き
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
工
場
立
地
法
に
規
定
す

る
特
定
工
場
（
製
造
業
で
敷
地

面
積
が
九
千
平
方
�
以
上
、
ま

た
は
建
築
面
積
が
三
千
平
方
�

以
上
）
は
除
き
ま
す
。

※
低
木
類
は
除
き
ま
す
。

【
住
宅
団
地
な
ど
】

住
宅
団
地
な
ど
の
共
有
地
ま

た
は
自
治
会
が
借
り
て
い
る
私

有
地
で
、
植
栽
地
と
し
て
永
続

性
の
あ
る
も
の
が
対
象
で
す
。

◇
助
成
額

▽
個
人
住
宅
�

一
件
に
つ
き
一
万
円
以
上
の
植

樹
に
要
す
る
費
用
の
二
分
の
一

（
上
限
二
十
万
円
）

▽
事
業

所
、
住
宅
団
地
な
ど
�
一
件
に

つ
き
十
万
円
以
上
の
植
樹
に
要

す
る
費
用
の
三
分
の
一
（
上
限

五
十
万
円
）

◇
申
請
方
法

工
事
に
着
手

す
る
前
に
電
話
で

※
助
成
を
受
け
た
植
栽
は
、

五
年
間
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

み
ど
り
基
金

緑
化
の
推
進
と
緑
の
保
全
を

図
る
た
め
、
昭
和
６０
年
４
月
１

日
に「
東
大
阪
市
み
ど
り
基
金
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
緑
の
ま

ち
づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
申
込
・
申
請
・
問
合
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
み
ど

り
対
策
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
２
７
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
６

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
令
状

況
を
「
の
ぼ
り
」
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

の
ぼ
り
は
発
令
内
容
に
よ
っ

て
色
分
け
し
、
各
学
校
園
や
消

防
署
前
な
ど
に
立
て
て
い
ま
す
。

▽
予
報
�
み
ど
り
色

▽
注

意
報
�
黄
色

▽
警
報
�
だ
い

だ
い
色

▽
重
大
緊
急
警
報
�

え
ん
じ
色

ま
た
、
大
阪
府
の
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
発
令
状
況
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
パ
ソ
コ
ン
�h
ttp���w

w
w
.epcc.pref.osak

a.
jp�

▽
携
帯
電
話
�h

ttp�
�� w
w
w
.epcc.p

ref.os
ak
a.jp�k

eitai�

【
予
報
・
注
意
報
が
発
令
さ

れ
た
と
き
】

▽
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
や

水
泳
な
ど
は
避
け
、
屋
内
へ
入

る

▽
自
動
車
の
使
用
は
避
け

る
【
被
害
に
あ
っ
た
と
き
】

目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た

ら
、
水
道
水
で
洗
っ
て
安
静
に

し
、
症
状
が
重
い
と
き
は
、
す

ぐ
に
専
門
医
の
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
に
よ
る
被
害
だ
と
思
わ

れ
た
ら
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
連
絡
・
問
合
先

▽
公
害

対
策
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
０
３
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
８

▽
地
域
健

康
企
画
課

０
７
２（
９
６
０
）

３
８
０
１
、�
０
７
２（
９
６
０
）

３
８
０
６

結核・肺がんエックス線検診

とき ６月６日� 午前９時３０分～
１０時３０分 内容・対象 	結核検診

市内在住の１５歳以上の方 	肺がん検
診
市内在住の４０歳以上の方
■ところ・申込・問合先 中保健セ
ンター

地区健康相談

とき・ところ 	５月２３日� 午前
１０時～１１時
ももの広場（楠根・乳幼
児のみ） 	２８日� 午後１時３０分～
３時
大�公民分館 	６月１日�
午前９時３０分～１０時３０分
西保健セン
ター（乳幼児のみ） 対象・内容 	
乳幼児
身体計測、育児相談など 	
老成人
血圧測定、検尿など
■問合先 西保健センター

介護予防教室

活動的な８５歳をめざし、歌体操、玄米
ダンベル体操、ぬり絵、折り紙などをし
ます。 とき ６月４日�から原則月曜
日（月２回）午前１０時～１１時３０分 対象
６５歳以上で要支援・要介護認定を受けて
いない方または地域の健康づくりに協力
できる方 定員 ２０人（申込先着順）
※材料費が必要。
■ところ・申込・問合先 中保健セン

ター

ペットの犬・猫
マナーを守って飼いましょう

ペットとの生活は楽しいものですが、
飼い主はマナーを守り迷惑をかけないよ
うに飼いましょう。 	犬のフンは必ず、
責任をもって処理をする 	不幸な命を
増やさないために避妊・去勢手術を考え
る 	犬の放し飼い、放し散歩は絶対に
やめる
■問合先 動物指導センター ０７２（９６３）

６２１１、�０７２（９６３）１６４４

糖尿病教室

治療や自己管理など糖尿病の正しい
知識を学習しませんか。 とき ５月
３０日�、６月６日� 午後１時～３時
３０分（計２日間） 対象 ６５歳以下の
方 定員 ２５人 ※検査結果、筆記用
具を持参。
■ところ・申込・問合先 西保健セ

ンター

活動的な８５歳をめざす
昼食交流会

とき ５月２４日� 午前１０時１５分～
午後２時３０分 内容 調理実習と交流
会「食べることで元気の輪を広げよう」、
運動実習「チョッとでも足腰鍛えて転
倒予防」 対象 ６５歳以上の独居（昼
間独居）および高齢者世帯の方 定員
２０人（申込先着順） 費用 ４５０円 ※
動きやすい服装で、エプロン、手ふき、
筆記用具を持参。
■ところ・申込・問合先 東保健セ
ンター

東東��００７７２２（（９９８８２２））２２６６００３３ ��００７７２２（（９９８８６６））２２１１３３５５
中中��００７７２２（（９９６６５５））６６４４１１１１ ��００７７２２（（９９６６６６））６６５５２２７７
西西��００６６（（６６７７８８８８））００００８８５５ ��００６６（（６６７７８８８８））２２９９１１６６

発令のときはご注意を�

光化学スモッグの
シーズンです

〜
５
月
３１
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
〜

※※車車ででのの来来場場ははごご遠遠慮慮くくだだささいい

川中邸・屋敷林の保全活動

参加してみませんか

平成１９年５月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８８２号（３）
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きききききききききききききききききき
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しししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたた
学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校
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あなたは、何のために勉強しますか？ 

1　親や先生にほめられたいから 

 

3　受験に役立つから 

4　学ぶことが楽しいから 

5　自分の知識などを深めるため 

6　人間的に成長するため 

7　社会に出たときに役立つから 

8　世の中の役に立ちたいから 

9　わからない 

0 10 20 30 40 50 60

2　点数や通知票の成績を 
　  あげたいから 

（%） 

小学校5年生　　中学校2年生 

6%6%
4%

32%
40%

24%24%
50%

12%
3%

26%
18%18%

16%16%
24%24%

14%14%

52%

8%8%

40%

5%5%

16%16%

6%

24%

18%

16%
24%

14%

8%

5%

16%

昨
年
１０
月
、
市
内
の
公
立
小
学
校
五
年
生
・
中
学
校
二
年
生
を

対
象
に
実
施
し
た
「
学
力
等
実
態
調
査
」
の
結
果
が
、
こ
の
ほ
ど

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
前
年
度
の
成
果
と
課
題
を
ふ
ま
え
て
、
小

学
校
で
は「
国
語
・
算
数
」、
中
学
校
で
は「
国
語
・
数
学
・
英
語
」

の
学
力
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、「
教
科
ご
と
の
学
習
に
対
す
る
意

識
調
査
」
と
「
全
体
的
な
学
習
調
査
」
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
調
査
結
果
の
分
析
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

美美
しし
いい
地地
球球
をを
ここ
れれ
かか

らら
もも
受受
けけ
継継
いい
でで
いい
くく
たた

めめ
にに
、、
わわ
たた
しし
たた
ちち
にに
もも

でで
きき
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
。。

一一
人人
ひひ
とと
りり
のの
ちち
ょょ
っっ

とと
しし
たた
取取
組組
みみ
がが��
まま
ちち
��

にに
��
地地
球球
��
にに
やや
ささ
しし
いい

風風
をを
吹吹
かか
せせ
まま
すす
。。

環
境
問
題
に
取
り
組
む
市
民

や
団
体
に
よ
る
「
市
民
環
境
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま

す
。自

然
工
作
や
水
辺
遊
び
、
エ

コ
農
作
物
の
販
売
や
市
内
河
川

の
水
質
発
表
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
学

べ
る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
�

会
場
に
設
け
ら
れ
る
四
つ
の

ゾ
ー
ン
を
め
ぐ
り
、
あ
な
た
に

合
っ
た
環
境
に
や
さ
し
く
な
れ

る
方
法
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。当

日
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
同
時
開
催
。
家
族
み
ん
な
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

学
力
調
査
結
果

小
学
校
五
年
生

【
国
語
】

正
答
率
七
割
以
上
の
児
童
が

五
〇
�
を
超
え
、
漢
字
の
読
み

書
き
な
ど
、
基
礎
・
基
本
的
な

内
容
は
ほ
ぼ
理
解
で
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
文
章
全
体
を
読

み
通
す
力
や
考
え
を
ま
と
め
発

表
す
る
力
に
弱
さ
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
六

年
生
で
の
結
果
と
同
様
の
課
題

が
見
え
ま
し
た
。

【
算
数
】

計
算
や
数
量
関
係
に
つ
い
て

は
正
答
率
が
高
く
よ
く
で
き
て

い
ま
す
。
一
方
、
単
位
の
換
算

や
図
形
の
面
積
の
求
め
方
な
ど

に
つ
い
て
課
題
が
見
え
、
指
導

方
法
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

中
学
校
二
年
生

【
国
語
】

半
数
近
く
の
生
徒
が
七
〇
�

以
上
の
正
答
率
で
し
た
。
し
か

し
、
正
答
率
が
五
〇
�
以
下
の

生
徒
も
約
二
割
で
、
小
学
校
で

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
小
学
校
と
も
連
携
し
た
、

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
の

工
夫
が
望
ま
れ
ま
す
。

【
数
学
】

全
体
と
し
て
基
礎
的
な
内
容

は
定
着
し
て
お
り
、
計
算
は
ほ

ぼ
で
き
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

図
形
や
数
量
関
係
な
ど
自
分
で

考
え
て
解
く
問
題
は
正
答
率
が

低
く
、
今
後
効
果
的
な
指
導
方

法
の
工
夫
・
改
善
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

【
英
語
】

正
答
率
が
五
〇
�
以
上
の
生

徒
は
約
六
割
を
占
め
、
お
お
む

ね
結
果
は
良
好
と
い
え
ま
す
。

課
題
は
、
リ
ス
ニ
ン
グ
問
題
、

長
文
読
解
・
英
作
文
の
力
な
ど

に
あ
り
ま
す
。
自
ら
表
現
す
る

楽
し
さ
を
学
び
、
英
語
学
習
の

動
機
を
高
め
、
総
合
的
な
英
語

力
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。学

習
意
識
調
査

学
習
目
的
に
つ
い
て
は
、
小

学
生
は
「
社
会
に
出
た
と
き
に

役
立
つ
か
ら
」
と
い
う
答
え
が

五
二
�
で
ト
ッ
プ
な
の
に
対
し
、

中
学
生
で
は
「
受
験
に
役
立
つ

か
ら
」
が
一
位
に
と
っ
て
か
わ

り
ま
す
。

ま
た
、
学
習
塾
や
家
庭
教
師

を
利
用
す
る
小
学
生
は
約
四
〇

�
。
中
学
生
に
な
る
と
約
六
〇

�
に
な
り
ま
す
。

学
校
以
外
で
三
十
分
以
上
読

書
す
る
習
慣
が
あ
る
の
は
、
小

学
生
で
約
三
〇
�
、
中
学
生
で

は
二
五
�
と
な
っ
て
お
り
、
読

書
へ
の
興
味
づ
け
と
と
も
に
、

家
庭
で
の
読
書
の
習
慣
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
昨
年
度
、
小
学
校
六
年
生

と
中
学
校
三
年
生
に
つ
い
て
も

同
様
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
調
査
と
の
比
較
か
ら
、
学
年

は
違
っ
て
も
課
題
は
同
じ
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
中
連
携

交
流
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
阪
府
が
実
施
し
た
調
査
で

も
同
様
の
結
果
が
出
て
お
り
、

今
後
、
市
で
は
課
題
分
析
に
基

づ
き
、
効
果
的
な
指
導
方
法
の

工
夫
な
ど
授
業
改
善
を
よ
り
い

っ
そ
う
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の

い
き
い
き
し
た
学
校
生
活
の
実

現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

学
校
教
育
推
進

室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

６
８
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
８

５
Ｒ
ゾ
ー
ン

リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生
抑
制
）、

リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）、
リ
サ
イ

ク
ル（
再
生
利
用
）の
３
Ｒ
に
、

不
要
な
物
は
断
る
リ
ヒ
ュ
ー
ズ
、

長
く
使
う
た
め
修
理
す
る
リ
ペ

ア
を
加
え
た
「
５
Ｒ
」
が
テ
ー

マ
で
す
。

▽
着
物
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー

展

▽
お
も
ち
ゃ
の
病
院

▽

環
境
川
柳
の
展
示
と
募
集

▽

び
ん
入
り
牛
乳
販
売

▽
地
域

の
び
ん
・
箱
回
収
デ
ー
タ
の
展

示
な
どク

リ
ー
ン
ゾ
ー
ン

「
水
」
を
中
心
に
、
環
境
汚

染
の
防
止
を
考
え
ま
す
。

▽
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
教
室

▽
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

▽

恩
智
川
水
質
調
査
の
結
果
発
表

▽
ア
ス
ベ
ス
ト
の
形
状
展
示
な

ど

み
ど
り
ゾ
ー
ン

「
み
ど
り
は
生
命
の
ス
タ
ー

ト
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。

▽
環
境
す
ご
ろ
く
の
配
布（
先

着
百
人
）

▽
間
伐
材
の
工
作

▽
エ
コ
野
菜
の
即
売

▽
リ
サ

イ
ク
ル
園
芸
用
腐
葉
土
や
花
の

種
の
配
布
な
ど

ｅ
―

コ
ラ
ボ
ゾ
ー
ン

企
業
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
共
存

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▽
環
境
配
慮
型
の
製
品
や
部

品
の
展
示
・
販
売

▽
ゴ
ー
ヤ

ま
つ
り（
ゴ
ー
ヤ
で
壁
面
緑
化
、

苗
の
販
売
、
レ
シ
ピ
の
紹
介
）

な
ど

◇問合先 市民環境フェス
ティバル実行委員会 ０６（４３０９）
３１９９、�０６（４３０９）３８１８

◇
と

き

６
月
２
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
お
よ
び
周
辺

※
雨
天
決
行

東
大
阪
青
年
会
議
所
と
市

の
共
催
で
、
多
く
の
環
境
提

言
を
行
っ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス

生
ま
れ
の
作
家
、
Ｃ
Ｗ.

ニ
コ

ル
さ
ん
（
写
真
）
に
よ
る
環

境
特
別
講
演
を
開
催
し
ま

す
。

◇
と
き

６
月
２
日
�

午
後
３
時
か
ら
（
開
場
は
三

十
分
前
）

◇
と
こ
ろ

ク
リ
エ
イ
シ

ョ
ン
・
コ
ア
東
大
阪

◇
定
員

四
百
人
（
当
日

先
着
順
）

※
午
後
１
時
か
ら
会
場
受

付
で
整
理
券
を
配
布
。

◇
問
合
先

東
大
阪
青
年

会
議
所

０
６（
６
７
２
２
）

４
０
０
０
、
�
０
６
（
６
７

２
５
）
６
３
３
５

児
童
手
当
は
１２
歳
（
小
学

校
修
了
前
）
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
の
う
ち
、

前
年
の
所
得
が
一
定
の
額
を

超
え
て
い
な
い
方
に
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

過
去
に
所
得
オ
ー
バ
ー
の

た
め
却
下
さ
れ
た
方
で
、
次

の
よ
う
な
と
き
は
、
再
度
請

求
を
す
る
と
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
、
５
月
中
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
国
民

年
金
課
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
平
成
１７
年
中
の
所
得
よ

り
平
成
１８
年
中
の
所
得
が
下

が
っ
た
と
き

▽
平
成
１８
年

中
に
扶
養
親
族
が
増
え
た
と

き

▽
厚
生
年
金
な
ど
に
加

入
し
た
と
き

◇
支
給
期
間

申
請
月
の

翌
月
か
ら
１２
歳
到
達
後
初
め

て
の
年
度
末
ま
で

◇
手
当
額
（
月
額
）

▽

３
歳
未
満
、
第
三
子
以
降
�

一
万
円

▽
３
歳
以
上
、
第

一
・
二
子
�
五
千
円

◇
請
求
手
続
き
に
必
要
な

も
の

印
鑑
、
請
求
者
名
義

の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
不

可
）、請
求
者
の
健
康
保
険
証

※
請
求
書
を
提
出
後
に
、

ほ
か
に
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
出
生
や
転
入
に
よ
る
請

求
は
、
そ
の
事
実
が
発
生
し

た
日
か
ら
、
必
ず
十
五
日
以

内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
は
、
勤
務
先
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
児
童
手
当
を
受

け
て
い
る
方
に
は
、
現
況
届

（
更
新
手
続
き
）
の
用
紙
を

６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◇
問
合
先

国
民
年
金
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

６
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
お
で
か
け
講
座
〜
お
む

つ
は
ず
れ
】

子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら

お
む
つ
は
ず
れ
の
話
を
聞
き

ま
す
。

◇
と
き

５
月
２５
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

や
ま
な
み
プ

ラ
ザ
（
四
条
）

◇
対
象

乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

◇
申
込
方
法

５
月
１６
日

�
午
後
１
時
３０
分
か
ら
電
話

で
【
子
育
て
仲
間
プ
ロ
グ
ラ

ム
】◇

と
き

６
月
１
日
〜
７

月
６
日
の
毎
週
金
曜
日

午

前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
（
計
六

日
間
）

◇
と
こ
ろ

荒
本
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
・
定
員

２
歳
以

上
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

・
十
組
（
抽
選
）

◇
申
込
方
法

５
月
１８
日

�
午
前
１０
時
３０
分
〜
２４
日
�

午
後
５
時
に
電
話
で

◇
申
込
・
問
合
先

荒
本

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
７
８
８
）
１
０

５
５
、
�
０
６（
６
７
８
８
）

２
５
９
７

鴻
池
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
マ
マ
と
プ
レ
マ
マ
交
流

会
】先

輩
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の

交
流
を
し
ま
す
。
通
常
の
ハ

イ
ハ
イ
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

◇
と
き

５
月
３０
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

鴻
池
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

◇
対
象

初
め
て
妊
娠
さ

れ
た
方

※
申
込
不
要
。

【
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
作

ろ
う
】

◇
と
き

６
月
８
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

ゆ
う
ゆ
う
プ

ラ
ザ
（
日
下
）

◇
対
象
・
定
員

乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
・
十
組
（
申

込
先
着
順
）

※
実
費
が
必
要
。

◇
申
込
方
法

５
月
３０
日

�
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
電
話

で

◇

◇

◇
申
込
・
問
合
先

鴻
池

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
４
８
）８
２
５
１
、

�
０
６
（
６
７
４
３
）
０
５

７
７

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
牛
乳
パ
ッ
ク
の
イ
ス
作

り
】◇

と
き

５
月
２９
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
対
象
・
定
員

乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
・
十
五
組（
申

込
先
着
順
）

◇
費
用

五
十
円

※
牛
乳
パ
ッ
ク
五
個
以
上
、

新
聞
紙
、
布
を
持
参
。

◇
申
込
方
法

５
月
１８
日

�
午
前
１０
時
か
ら
電
話
で

【
お
む
つ
は
ず
れ
】

◇
と
き

６
月
５
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時

◇
対
象
・
定
員

２
歳
以

上
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

・
十
五
組
（
申
込
先
着
順
）

◇
申
込
方
法

５
月
２５
日

�
午
前
１０
時
か
ら
電
話
で

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
２
８
）

１
８
０
０
、
�
０
６
（
６
７

２
８
）
２
４
１
３

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い

る
お
母
さ
ん
た
ち
を
応
援
す

る
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
今
年
で
十
回
目
を
迎
え

ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援

や
育
児
相
談
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
家
庭

で
の
育
児
不
安
を
解
消
し
た

り
、
親
子
で
遊
び
な
が
ら
学

び
あ
っ
た
り
す
る
場
と
し
て
、

民
間
保
育
園
が
協
力
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
大

型
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、
保
育

士
と
い
っ
し
ょ
に
歌
や
踊
り

を
楽
し
ん
だ
り
と
、
子
ど
も

た
ち
の
大
好
き
な
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
食
育
コ

ー
ナ
ー
や
育
児
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

６
月
８
日
�

▽
一
般
�
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時

▽
園
児
�
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時

◇
と
こ
ろ

東
大
阪
ア
リ

ー
ナ◇

対
象

就
学
前
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

◇
問
合
先

▽
フ
タ
バ
学

園

０
６（
６
７
８
３
）１
７

３
３
（
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）

▽
子
育
て
支
援
課

０
６（
４
３
０
９
）３
３
０
２
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
７

平成１９年度所得制限限度額

特例給付
（厚生年金・共済年金加入の場合）

５３２万円
５７０万円

・扶養親族の数が１人増えるごとに３８万円を加算
・給与所得の場合は「給与所得控除後の金額」が所得金額
・所得から一律８万円を控除するほか、医療費控除など一定の控除
があります

児童手当
（国民年金・未加入の場合）

４６０万円
４９８万円

扶養親族
の人数

０人
１人

市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民
環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境
フフフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェ
ススススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィ
バババババババババババババババババ
ルルルルルルルルルルルルルルルルル

地地地地地地地
球球球球球球球
ににににににに
あああああああ
りりりりりりり
ががががががが
ととととととと
ううううううう

今今今今今今今
、、、、、、、
私私私私私私私
たたたたたたた
ちちちちちちち
ははははははは

何何何何何何何
ををををををを
すすすすすすす
べべべべべべべ
ききききききき
ででででででで
ししししししし
ょょょょょょょ
ううううううう
かかかかかかか

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

環
境
特
別
講
演

地
球
の
未
来
（
あ
す
）
の

た
め
に
で
き
る
こ
と

学
力
等
実
態
調
査
を
実
施

わわんんぱぱくくフフェェスステティィババルル

ニコニコ元気に遊ぼうよ

（４）第８８２号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成１９年５月１５日（５）
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相 談 相 談 

募 集 募 集 

その他 その他 

行政書士による無料相談

とき ６月５日� 午後１時～４時（予
約不要で、受付は午後３時３０分まで）
内容 遺言、相続、内容証明や各種契約
書の作成、建築業などの許・認可申請、
外国人の帰化、会社設立など
■ところ・問合先 市政情報相談課

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１

１級建築士による建築相談

とき・ところ �５月１５日��市役所
１階相談室 �２６日��夢広場（布施駅
前） ☆いずれも午後１時～４時（予約
不要） 内容 建替え、耐震、アスベス
ト、リフォーム、シックハウス、欠陥住
宅など
■問合先 �指導監察課 ０６（４３０９）

３２４５、�０６（４３０９）３８３４ ��大阪建築
士事務所協会第２支部 ０６（６７２１）９１４４

医療介助員・
運動部活動専門職嘱託

【医療介助員】
対象 看護師の資格を有する方 業務

内容 医療的ケアを必要とする児童・生
徒の医療介助
【運動部活動専門職嘱託】
対象 ３５歳以下で教員免許（中学校保
健体育）を有する方 業務内容 市立学
校のラグビー部の指導および保健体育の
授業の補助

◇ ◇
募集人数 各１人 ※雇用期間は来年

３月末までです。
■応募・問合先 学校教育推進室 ０６

（４３０９）３２６８、�０６（４３０９）３８３８

東診療所
アルバイト看護師

対象 原則４５歳以下で看護師の資格を
有する方 募集人数 １人 勤務時間
午前８時３０分～午後５時
■応募・問合先 東診療所 ０７２（９８２）

３８２１、�０７２（９８２）３８２５

食育懇話会委員

「食育推進計画」を今年度策定するに
あたり、開催する懇話会の委員を募集し
ます。 対象 市内在住の方 募集人数
２人 応募方法 「食育について」をテ
ーマにした作文（８００字程度で様式自由）
と、別紙に住所、氏名、年齢、職業、電
話・ファクス番号を書いて、５月２９日�
（必着）までに郵送（ファクスでも可）
■応募・問合先 �〒５７８・０９４１岩田町

４―３―２２―３００ 健康づくり課 ０７２（９６０）
３８０２、�０７２（９６０）３８０９ �〒５７７・８５２１
市役所政策推進室 ０６（４３０９）３１０６、�
０６（４３０９）３８２６

市民文化芸術祭実行委員

来年３月７日�から９日�まで市民会
館で開催する市民文化芸術祭の実行委員
を募集します。 対象 市内在住、在勤
で文化芸術に関心がある１８歳以上の方
※月１回の夜の会議に出席できる方。
募集人数 若干名 応募方法 ハガキま
たは封書に文化活動に関する抱負と住所、
氏名、年齢、電話番号を書いて、５月３１
日�（必着）までに郵送
■応募・問合先 〒５７７・００５６長堂１―１７

―２９ 社会教育センター ０６（６７８９）４１００、
�０６（６７８９）５２１２

恩給欠格者などに
特別慰労品を贈呈

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者
に特別慰労品を贈呈します。請求書は生
活福祉課および各福祉事務所で配布して
います。 請求期限 平成２１年３月３１日
※資格要件など、くわしくは独立行政法
人平和記念事業特別基金ホームページ（h
ttp���www.heiwa.go.jp�）をご覧ください。
■問合先 �独立行政法人平和記念事
業特別基金 ０１２０（２３４）９３３（土・日曜
日、祝日を除く午前９時１５分～午後５時
１５分） �生活福祉課 ０６（４３０９）３１８２、
�０６（４３０９）３８１５

家族介護慰労金を支給

市内に１年以上在宅で重度の介護を要
する高齢者（４０歳～６４歳の特定疾病者を
含む）の介護を行っている家族に、年１０
万円の介護慰労金を支給します。
対象は、本市に住民登録または外国人

登録している市民税非課税世帯で、次の
いずれにもあてはまる方です。
【要介護高齢者】
介護保険法の要介護認定で、要介護４

または５と認定され、１年以上介護保険
の給付を受けていない（年間７日以内の
ショートステイの利用を除く）など
【介護を行っている家族】
�要介護高齢者を１年以上介護してい

る �要介護高齢者と同居または同居に
相当しているなど

◇ ◇
■申請書配布・申請・問合先 東・中

・西福祉事務所福祉係 �東�０７２（９８８）
６６１７、�０７２（９８８）６６２０ �中�０７２（９６０）
９２７５、�０７２（９６０）９２７８ �西�０６（６７８４）
７９８０、�０６（６７８４）７６７７

傍聴しませんか
社会福祉審議会

とき ５月２５日� 午後２時から と
ころ 市役所１８階大会議室 内容 �障
害福祉計画について �各計画の進捗状
況について 定員 ５人（抽選） 申込方
法 ハガキに行事名、住所、氏名、電話・フ
ァクス番号を書いて、５月１８日�（必着）
までに郵送（ファクス、Ｅメールでも可）
■申込・問合先 〒５７７・８５２１市役所健
康福祉企画課 ０６（４３０９）３１８１、�０６（４３０９）
３８１５、Ｅメール kenkofukushi@city.hi
gashiosaka.osaka.jp

施設のご利用を
市民美術センター

利用期間 １２月４日�～来年３月３０日
�（特別展などの期間を除く） 施設
第１～３展示室、和室、茶室、会議室
※会議室のみの利用はできません。 対
象 美術、書道、工芸、文学、茶花道、手芸
などの発表・展示会 申込方法 ６月１
日�～７日�午前１０時～午後５時に直接
（４日	は休館） ※申込多数の場合は
抽選。申込締切後に空き施設があるとき
は、７月１日�から受付（申込先着順）。
■申込・問合先 市民美術センター

０７２（９６４）１３１３、�０７２（９６４）１５９６

応援します
高齢者の生きがいづくり

市では、６０歳以上の方を中心としたグ
ループが就労的生きがいづくり事業を始
める際に、事務所や活動場所の設備・備
品の購入経費を助成（上限１００万円）する
支援活動などを行っています（法人格を
有するグループ、営利目的や無償活動を
除く）。
生きがいづくり事業説明と出張相談会

を開催しますので、ぜひ参加してくださ
い。 とき ６月５日� 午後１時３０分
～４時 ところ イコーラム（男女共同
参画センター）
■申込・問合先 大阪府福祉人権推進

センター ０６（６５６１）４１９８、�０６（６５６１）
４２１１
■問合先 高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、
�０６（４３０９）３８４８

支援します
「地域創造ビジネス」事業者

市内でコミュニティ・ビジネスとして、
市民が主体となり地域の課題解決や活性
化をめざす事業を継続して行う法人やグ
ループを大阪府が支援します。対象は新
規または拡充の事業です。 申請方法
申請書を５月２１日	～６月８日�に直接
※実施要綱と申請書を５月１５日�から配
布。
■申請書配布・申請先 経済総務課

０６（４３０９）３１７４、�０６（４３０９）３８４６
■問合先 大阪府商工労働部産業労働

企画室 ０６（６９４１）０３５１、�０６（６９４４）
６７３３

公開入札

新鴻池町配水管布設替工事にかかる公
開入札を行います。 とき ５月１７日�
午前９時３０分から ところ 上下水道局
水道庁舎別棟第３会議室 ※会場の都合
により人数制限があります。
■問合先 水道総務部理財課 ０６（６７２４）

１２２１、�０６（６７２１）２３７４

おわびと訂正

市政だより５月１日号の５面に掲載し
た「高齢者サービスセンターの教室」の
高齢者サービスセンターの電話番号に誤
りがありました。おわびして訂正します。
�誤�０７２（９６２）８０１０
�正�０７２（９６２）８０１１

法 律
弁護士が相談に応じます。
【本庁市民相談室】１週間前から電話

で受付 ０６（４３０９）３１０４ �月・水・金曜
午後１時～４時、第２火曜午後５時～８
時（申込先着１６人）
【巡回法律相談・各行政サービスセン

ター】 １週間前から電話で受付 ０６
（４３０９）３１０４ �日下�奇数月の第１木曜
�四条�第１・３火曜 �中鴻池�偶数
月の第１木曜 �若江岩田駅前�毎月第
２・４火曜 �楠根�偶数月の第３木曜
�布施駅前�第２・４木曜 �近江堂�
奇数月の第３木曜 ※いずれも午後１時
～４時（申込先着８人）
人 権 法 律
【荒本・長瀬人権文化センター】 �

荒本�第２火曜 ０６（６７８８）７４２４ �長瀬

�第４火曜 ０６（６７２０）１７０１ ※いずれも
午後１時～４時で、予約制
中 小 企 業
【中小企業振興会】 �ＩＳＯに関す

る相談�第４火曜 �店舗デザイン相談
�第４水曜 ※いずれも午後１時３０分～
４時で、予約制 ０６（４３０９）２３０１
パート・労働問題の相談
職業紹介・あっ旋は行いません。
【労働雇用政策室】 月～金曜午前９

時～午後４時 ０６（４３０９）３１７９
【ユトリート東大阪】 月・水・金曜午

前１０時～午後５時 ０６（６７２１）６０００
就職にお困りの方の雇用・就労相談
働く意欲があるのに、さまざまな要因
により就職が困難な方の相談に応じます。
職業紹介・あっ旋は行いません。
【就労支援センター】 �永和�０６（６７８８）
４５８０ �意岐部�０６（６７８４）５８１１ �長瀬
�０６（６７２７）１９２０ ※いずれも月～金曜の
午前１０時～午後４時
よ み か き
よみかきに不自由している方の相談に
応じます。月～金曜午前９時～午後５時

３０分 ０６（４３０９）３２７９（社会教育課）
女性のための相談
【男女共同参画センター】 �面接相
談（予約制）�火・水・土曜（５週目はなし）
午前１０時～正午、午後１時～４時、第４火
曜午後６時～９時 ０７２（９６０）９２０５ �電
話相談�火～日曜午前１０時～午後４時、
金曜午後６時～９時 ０７２（９６０）９２０６
教育・子育て相談など
【教育相談・教育センター内】 月～

金・第１土曜（１・５・１１月は第２土曜）
午前９時～午後５時３０分で、予約制 ０６
（６７２７）０１１３
【子どもの悩み相談（保護者・市民専
用）】 月～土曜午前９時～午後９時（土
曜は午後５時まで） ０６（６７８２）７８６７
【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】

月～土曜午前９時～午後９時（土曜は午
後５時まで） ０６（６７３２）０１１０
【すこやかテレホン】 �月・火・木
・金曜午後５時～８時 �日曜、祝日午
前９時～午後５時 ０６（６７２１）９１７４
【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センタ
ー】 �来所相談�月曜（鴻池）、水曜（長

瀬）、木曜（荒本）午前９時３０分～午後４時
（予約制） �電話相談�月～土曜午前９
時３０分～午後６時 ０６（６７４８）８２５２（鴻池）、
０６（６７２８）１８００（長瀬）、０６（６７８８）１０５５（荒本）
【子育て相談ダイヤル（休日・夜間専
用）】 ０７２（９６１）０１７８ �平日�午後５
時３０分～翌日午前９時 �土・日曜日、
祝日�２４時間
消 費 生 活
月～金曜午前９時３０分～午後５時（電

話相談は午後４時までで、来所時は事前
に電話を） ０７２（９６５）０１０２（消費生活セ
ンター）
交 通 事 故
月・火・水・金曜午前１０時～午後４時

（予約制）０６（４３０９）３２２３（交通対策室）
医 療
【地域健康企画課】 医療機関利用の
ための相談に応じます。 月～金曜午前
１０時～午後４時 ０７２（９６０）３８０１
【市立総合病院産婦人科】 女性の健

康上の悩みに応じます。 毎週水曜日午
後１時～４時３０分（１人３０分以内）で予
約制 ０６（６７８１）５１０１

※いずれも無料。※祝日・休日は
行いません（すこやかテレホン、
子育て相談ダイヤルを除く）。

定定 例例 相相 談談

（６）第８８２号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１９年５月１５日
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催 し 催 し 

紙すき和紙づくり
グリーンガーデンひらおか

牛乳パックで和紙を作ります。 とき
５月２６日� 午前１０時～午後３時 対象
・定員 小学生以上の方・３０人（抽選）
費用 ５００円 申込方法 住所、氏名、年
齢、電話番号を５月１９日�までに電話ま
たはファクスで
■ところ・申込・問合先 グリーンガ

ーデンひらおか ０７２（９８２）９９２０、�０７２
（９８２）９９２１

木のおもちゃを創ろう
でんでんグルリ虫

子どもから大人までみんなで木のおも
ちゃを創りませんか。 とき ５月２０日
� 午前１０時～午後３時 ところ 枚岡
公園多目的広場 講師 木のおもちゃ作
家 青木宏子さん 定員 ５０人（当日先
着順） 費用 １００円 ※弁当を持参。
■問合先 �枚岡公園管理事務所 ０７２

（９８１）２５１６ �商業課 ０６（４３０９）３１７６、
�０６（４３０９）３８４６

障害者のためのスポーツ教室

カーリングに似た取り組みやすいスポ
ーツ「ボッチャ教室」を開催します。
とき ５月２３日� 午前１０時～１１時３０分
ところ 東大阪アリーナ 定員 ２０人（抽
選） 申込期限 ５月１９日� ※介助の
手配はご自身でお願いします。
■申込・問合先 高井田障害者センタ

ー ０６（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）２８７０

記念講演「子育ての心理学」

心理学の観点から親子・家族関係につ
いて考えます。 とき ６月１５日� 午
後３時～４時３０分 ところ 市民会館大
集会室 講師 関西福祉科学大学大学院
教授 武田建さん 定員 １００人（申込先
着順） ※就学前乳幼児の保育あり（要
申込・定員２０人）。 申込方法 氏名、電
話番号、保育の必要な方は子どもの年齢
と人数を５月１５日�から電話またはファ
クスで
■申込・問合先 社会福祉協議会内子

どもの相談機関連絡協議会 ０６（６７８９）
７２０１、�０６（６７８９）２９２４

日赤家庭看護法講習会

とき ５月２８日～６月１８日の毎週月・
木曜日 午後１時３０分～４時３０分（計７
日間） ところ 総合福祉センター 講
師 日本赤十字社大阪府支部 日赤家庭
看護法指導員 対象・定員 市内在住で
寝たきり高齢者を抱えている家族や、ボ
ランティアで在宅高齢者の介護に携わろ
うとする方・２０人（抽選） ※１５人未満
の場合は中止。 申込方法 講座名、住
所、氏名、年齢、電話番号を５月２２日�
までに電話またはファクスで
■申込・問合先 市民福祉活動センタ

ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）５６１１

青少年女性センターの教室

【カードクラフト作り】
暑中見舞い用のカードを作ります。

とき ６月２４日� 午前１０時～午後３時
対象 市内在住、在勤、在学の方 定員
２０人（抽選） 費用 ８００円
【自分で着付けるゆかた】
とき ６月２４日� 午後１時～３時３０

分 対象 市内在住、在勤、在学の中学
生以上の親子または友達同士の２人１組
定員 １０組（抽選）
【絵手紙教室】
暑中見舞いを描きます。 とき ６月

２６日� 午前１０時～正午 定員 ２０人（抽
選） 費用 ３００円

◇ ◇
申込方法 往復ハガキに講座名、住所、
氏名（ふりがなも）、年齢、電話番号を書
いて、６月２日�（必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７７・００５４
高井田元町１―１１―１７ 青少年女性センター
０６（６７８９）５７４６、�０６（６７８９）２０４９

ファミリー・サポート・センター
援助会員養成講座

会員同士で子育て支援を行うファミリ
ー・サポート制度の援助会員になりませ
んか。 とき ６月８日� 午後１時～
４時３０分 ところ 総合福祉センター
内容 事業概要の説明、子どもの健康と
発達、現在の子育て環境と求められる支
援 定員 １５人（申込先着順） 申込方
法 住所、氏名、年齢、電話番号を６月
７日�までに電話またはファクスで
■申込・問合先 ファミリー・サポート

・センター ０６（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）５６１１

鴻池新田会所
民具展示と歴史ばなし

【鴻池家寄贈民具コーナー展示】
くつろぎや暮らしの豊かさにまつわる

品々を展示します。 とき ５月２６日�
～６月２４日� 午前１０時～午後４時
【歴史講座～河内の村相撲よもやまば

なし】
河内地方でさかんに行われた村相撲を、
奇跡的に発見されたビデオなどで紹介し
ます。 とき ５月２７日� 午後１時３０
分～３時 定員 ３０人（当日先着順）

◇ ◇
※入館料（小・中学生２００円、高校生以
上の方３００円）が必要。
■ところ・問合先 鴻池新田会所 ０６

（６７４５）６４０９、�０６（６７４４）７４９８

グリーンパル映画会

天才数学者と母子の心温まる交流を描
く感動の人間ドラマ「博士の愛した数式」
を上映します。 とき ６月９日� 午
後２時～４時 定員 １００人（当日先着順）
※駐車場は利用できません。
■ところ・問合先 グリーンパル（中
鴻池） ０６（６７４７）１５９２、�０６（６７４４）２７４８

教科書展示会

平成２０年度に使用する教科書の展示会
を開催します。 とき ５月２８日�～７
月４日� 午前９時～午後５時（土・日
曜日を除く） ところ 教科書センター
（八戸の里小学校内） ※上記期間中、
花園図書館でも展示（月曜日、月末は閉
館。開館時間は午前１０時～午後５時、水
・木曜日は午後７時まで）。
■問合先 学校教育推進室 ０６（４３０９）

３２６９、�０６（４３０９）３８３８

子ども文化劇場
不思議な紙芝居パネルシアター

ひっついたり離れたりする不思議な紙
芝居「パネルシアター」を楽しもう。
とき ６月１７日� �午前１１時から �
午後２時３０分から 出演 いちご劇場
費用 ２００円（大人、子ども同額） 申込
方法 電話または直接
【臨時休館】
機器の点検とプラネタリウムソフト入

れ替えのため、６月５日�、６日�は臨
時休館します。プラネタリウムは８日�
まで休止し、９日�から夏番組「タケル
君の月食探検 キミは赤い月を見たか？」
を投影します。

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 ドリーム２１

０７２（９６２）０２１１、�０７２（９６２）０８１０

子ども映画大会

映画「森のリトル・ギャング」を上映
します。 とき ５月２０日� 午後２時
～４時 定員 １２０人（当日先着順）
■ところ・問合先 やまなみプラザ（四
条） ０７２（９８８）３１１３、�０７２（９８８）３１０７

くすのき歌声喫茶

なつかしのメロディーをみんなで歌い
ます。 とき ５月２０日� 午後２時～
４時３０分 定員 １００人（当日先着順）
費用 ５００円（ドリンク付）
■ところ・問合先 くすのきプラザ（若
江岩田駅前） ０７２（９６７）６５６５（�兼用）

ウィークエンドギャラリー
陶 芸 展

とき ６月２日�、３日� 午前９時
～午後６時
■ところ・問合先 ゆうゆうプラザ（日
下） ０７２（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

合同企業説明会２００８

平成２０年３月卒業予定の大学・短大・
専門学校生や第２新卒者を対象に、地元
企業による合同就職面談会を開催します。
とき ５月２２日� 午前１０時～午後４時
３０分 ところ 近畿大学１１月ホール
■問合先 �東大阪商工会議所 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１ �労働雇用
政策室 ０６（４３０９）３１７８、�０６（４３０９）３８４６

在宅老人介護者のつどい
～さくらんぼ狩りに行きませんか～

家庭で寝たきり高齢者や認知症高齢者
の介護をしているみなさん、日ごろの疲
れをいやし、介護者同士の情報交換をし
てリフレッシュしませんか。 とき ６
月１６日� ☆市民会館前に午前８時４５分
集合、午後５時５０分ごろ解散 行き先
丹波方面 対象・定員 市内在住で、家
庭で３か月以上寝たきりの高齢者や認知
症高齢者の介護をしている方・３０人（初
参加者を優先して抽選） 費用 １，０００円
申込方法 ハガキに行事名、住所、氏名、
年齢、性別、電話番号を書いて、５月３１
日�（必着）までに郵送
■申込・問合先 〒５７７・００５４高井田元
町１―２―１３ 社会福祉協議会 ０６（６７８９）
７２０１、�０６（６７８９）２９２４

あるこう会

兵庫県・有馬富士公園を訪ねます。
とき ５月２９日�（雨天決行） ☆長瀬
老人センターに午前８時４５分集合、午後
４時３０分ごろ解散 対象・定員 市内在
住の６０歳以上の方・４５人（申込先着順）
費用 １，０００円 ※弁当を持参。 申込方
法 費用を添えて直接
■申込・問合先 長瀬老人センター

０６（６７２０）５６５３、�０６（６７２４）９８６９

親子で登ろう会

二上山に登ります。 とき ５月２７日
�（雨天中止） ☆近鉄「布施駅」南改
札口に午前９時集合、近鉄「当麻寺駅」
で午後４時ごろ解散 定員 １５組３０人（抽
選） 費用 ３００円 ※弁当、水筒、雨具
を持参。 申込方法 往復ハガキに行事
名、親子の住所、氏名、年齢、電話番号
を書いて、５月２１日�（必着）までに郵送
■申込・問合先 〒５７７・０８１７近江堂３

―１２―１５ はすの広場（近江堂）０６（６７３０）
０８４０、�０６（６７３０）５７２３

障害のある方が、住みなれた地域で
安心して暮らせるように、福祉事務所
や保健センターの窓口のほか、市内の
相談支援事業者と連携し、地域に根ざ
したきめ細かな相談支援体制づくりを
進めています。

市内に８か所ある障害児者生活支援
センターが、障害のある方をはじめ、
家族、介護者などが抱えるさまざまな
問題の解決に向け、生活や介護、また
就労に関する情報提供などを行ってい
ます。ぜひ、ご相談ください。

小型ガス瞬間湯沸器の使用時は必ず換気を
換気扇を回さず小型ガス瞬間湯沸器を使用していたため、死亡に至
る事故が発生しています。必ず換気を行って使用しましょう。

電話番号
０６（６７８９）０３７４
�０６（６７８９）２１５１
０７２（９６８）１５５６
�０７２（９６８）１５５７
０７２（９６１）５９２３
�兼用
０６（６６１８）３１８１
�０６（６６１８）８２２２
０６（６７２２）５５３１
�０６（６７２２）５５３２
０６（６７３０）２９４７
�兼用
０７２（９８５）２３２３
�０７２（９８５）２３８３
０７２（９８６）８６８５
�０７２（９８６）８６８４

住 所
高井田元町１―２―１３
総合福祉センター２階

花園東町１―１７―３０

若江東町２―３―２６

高井田元町２―１０―３

永和２―６―３３

岩田町３―１４―５１
関西マンション２階
喜里川町３―１３
阪田屋ビル２階

旭町２０―２

施 設
障害児者相談センター
「わっトライ�」
自立生活支援センター
わくわく
自立支援センター
ぱあとなぁ
障害者生活支援センター
ひびき
地域生活支援センター
ふう
花園地域生活支援センタ
ー
障害者生活支援センター
あいん

第二東福

困ったとき、悩んだときは相談を
障害児者生活支援センター

平成１９年５月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８８２号（７）
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「
平
成
１８
年
度
ワ
ン
モ
ア
ラ

イ
フ
勤
労
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」

に
本
市
か
ら
三
団
体
が
選
ば
れ
、

こ
の
ほ
ど
東
京
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ナ
イ
ス
サ
ポ
ー
ト
賞
な
ど
三

つ
の
賞
で
構
成
さ
れ
た
同
賞
は
、

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
む
勤
労
者
や
そ
の
活
動

を
支
援
す
る
企
業
な
ど
の
功
績

を
た
た
え
る
も
の
で
、
十
八
都

道
府
県
か
ら
、
個
人
八
人
を
は

じ
め
二
十
四
団
体
、
十
六
企
業

が
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
本
市
の
三
団
体
は

次
の
と
お
り
で
す
。

毎
日
早
朝
か
ら
長
田
駅
前
を

清
掃
、
美
化
活
動
し
て
い
る
個

人
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
有
志
か

ら
な
る
『
長
田
駅
前
美
化
推
進

協
議
会
』
が
、
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
る
勤
労
者
に
贈
ら
れ

る
「
ワ
ン
モ
ア
ラ
イ
フ
賞
」

に
。ま

た
、
地
元
有
志
で
設
立
し

た
「
昭
楠
会
」
の
水
車
復
元
、

ホ
タ
ル
養
殖
な
ど
の
活
動
を
支

援
し
て
い
る
『
石
切
漢
方
製
薬

株
式
会
社
』
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
支
援
す
る
企
業
・
事

業
所
に
贈
ら
れ
る
「
ナ
イ
ス
サ

ポ
ー
ト
賞
」
に
。

そ
し
て
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
大

阪
市
水
泳
協
会
』
が
、
勤
労
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
贈
ら
れ
る「
ナ

イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
賞
」
に
輝
き

ま
し
た
。

な
お
、「
長
田
駅
前
美
化
推
進

協
議
会
」
と
「
昭
楠
会
」
は
、

本
市
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動

助
成
金
」
の
交
付
団
体
で
す
。

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
助

成
金
」
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

�
種
ま
き
��
き
っ
か
け
づ
く
り
�

に
な
る
よ
う
な
活
動
を
地
域
で

進
め
て
い
る
団
体
に
交
付
し
て

い
ま
す
。

平
成
１９
年
度
の
募
集
は
、
６

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
支

援
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
３
５
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
２

情
報
の
読
み
解
き
方
を
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

◇
と
き
・
内
容

▽
６
月

７
日
�
�
メ
デ
ィ
ア
の
働
き

っ
て
何
だ
ろ
う

▽
１４
日
�

�
ど
う
描
か
れ
て
い
る
？
女

性
と
男
性

▽
２１
日
�
�
メ

デ
ィ
ア
で
、
思
い
を
届
け
よ

う
�☆

い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜

正
午
で
計
三
日
間

◇
対
象
・
定
員

市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
女
性
で

全
回
受
講
で
き
る
方
・
二
十

人
（
抽
選
）

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前

幼
児
の
保
育
あ
り
（
一
人
二

百
円
で
要
予
約
・
定
員
八

人
）。◇申

込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
と
受
講
動
機
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
番
号
、保
育
の
有
無（
子

ど
も
の
氏
名
、生
年
月
日
も
）

を
書
い
て
、５
月
３１
日
�（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
（
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可
）

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒
５７８
・
０
９
４
１
岩
田

町
四
―
三
―
二
二
―
六
〇
〇

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
）
０
７
２（
９

６
０
）９
２
０
１
、�
０
７
２

（
９
６
０
）
９
２
０
７
、
Ｅ

メ
ー
ルik

oram
u@
cit

y.h
igash

iosak
a.os

ak
a.jp

「昭楠会」が復元した水車（上石切町２）

新
緑
が
美
し
い
初
夏
の
日
に
、

生
駒
山
麓
の
登
山
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

５
月
２７
日
�

※
午
前
６
時
か
ら
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
雨
天
時
は
６

月
３
日
�
に
順
延
。

☆
枚
岡
神
社
鳥
居
前
に
午
前

８
時
か
ら
１０
時
ま
で
に
受
付

（
自
由
ス
タ
ー
ト
方
式
）、ゴ
ー

ル
は
午
後
４
時
３０
分
に
閉
鎖
し

ま
す◇

コ
ー
ス

▽
初
級
�
十
一

�
�
（
約
四
時
間
三
十
分
）

▽
中
級
�
十
六
�
�
（
約
六
時

間
）

▽
上
級
�
二
十
二
�
�

（
約
七
時
間
三
十
分
）

※
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
、
弁
当
、

水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、
着
替

え
、
ゴ
ミ
袋
、
懐
中
電
灯
な
ど

を
持
参
。

※
参
加
者
全
員
に
踏
破
認
定

カ
ー
ド
を
、
ま
た
踏
破
距
離
が

五
十
�
�
を
超
え
る
ご
と
に
踏

破
認
定
証
を
授
与
。
な
お
踏
破

認
定
カ
ー
ド
は
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

※
負
傷
者
に
は
応
急
処
置
を

し
ま
す
が
、
以
後
の
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
。

◇
当
日
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
・
問
合
先

青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
８
２
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
５

図書館では、図書館ボランティアのみなさん
の協力により、紙芝居やおはなし会、手あそび
などを定期的に開催しています。遊びに来ませ
んか。
【花園図書館】
とき �水曜日午後３時から �金曜日午後
４時から �第１土曜日午前１１時から �第１
日曜日午後２時から �第２・４土曜日午前１０
時３０分から �第４土曜日午前１１時から
【永和図書館】
とき �第１水曜日午後３時３０分から �第

２・４水曜日午後３時３０分から �第４土曜日
午前１１時から
【旭町図書館】
とき �水曜日午後３時から �第３土曜日
午前１１時から �第３日曜日午後２時から
【大�分室】
とき �第４土曜日午後２時３０分から �木
曜日午後３時３０分から
【石切分室】
とき 第３土曜日午前１１時から

◇ ◇
図書館の利用は無料です。１人２週間までで、

８冊の本を借りることができます。読書相談も
行っています。ぜひ、ご利用ください。
■問合先 花園図書館 ０７２（９６５）７７００、�

０７２（９６５）９２１２

新
し
く
事
業
展
開
を
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
、
ま

た
は
新
製
品
の
開
発
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
中
小
企
業
者

を
対
象
に
、
産
業
技
術
支
援

セ
ン
タ
ー
企
業
育
成
室
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象
（
次
の
二
つ
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
）

▽
中

小
企
業
者
で
、
資
本
金
三
億

円
以
下
の
会
社
、
ま
た
は
従

業
員
数
三
百
人
以
下
の
会
社

・
個
人

▽
創
業
期
ま
た
は

新
分
野
開
拓
を
現
在
行
っ
て

い
る
、
も
し
く
は
行
う
予
定

で
、
新
製
品
な
ど
の
研
究
お

よ
び
開
発
と
事
業
化
に
積
極

的
な
意
欲
を
も
ち
、
企
業
育

成
室
を
利
用
す
る
こ
と
で
そ

の
事
業
化
が
促
進
さ
れ
る
方

◇
使
用
施
設

第
五
企
業

育
成
室
（
入
居
は
７
月
）

▽
面
積

六
十
三
平
方
�

▽
使
用
料
金
（
月
額
）

五

万
六
千
七
百
円

▽
保
証
金

十
七
万
百
円

▽
共
益
費

二
万
二
百
二
十
三
円

※
別
途
必
要
な
費
用
あ
り
。

◇
使
用
日
時

月
〜
金
曜

日

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
祝
日
と
１２
月
３０
日
〜
翌
年

１
月
４
日
を
除
く
）

◇
応
募
方
法

申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
き
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
、
５
月
１５
日

	
〜
５
月
３１
日
�
に
郵
送
ま

た
は
直
接
持
参
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

◇
申
請
書
配
布
・
問
合
先

▽


東
大
阪
市
中
小
企
業
振

興
会

０
６
（
４
３
０
９
）

２
３
０
１
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
２
３
０
３

▽
モ
ノ

づ
く
り
支
援
室

０
６（
４
３

０
９
）
３
１
７
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

年
金
制
度
上
の
理
由
で
老

齢
年
金
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
在
日
外
国

人
に
、
高
齢
者
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
給
付
金
を
受
け
て

い
る
方
に
は
５
月
に
現
況
届

を
送
り
ま
す
の
で
、
６
月
末

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象

大
正
１５
年
（
一

九
二
六
年
）
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
、
昭
和
５７
年
（
一

九
八
二
年
）
１
月
１
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
外
国
人
登
録

を
し
現
在
も
本
市
に
外
国
人

登
録
（
帰
化
し
て
い
る
場
合

は
住
民
登
録
）
し
て
い
る
方

◇
支
給
額

月
一
万
円（
年

額
を
４
月
と
１０
月
の
二
回
に

分
け
て
支
給
）

※
次
の
場
合
は
該
当
し
ま

せ
ん
。

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る

▽
年
額
十
二
万
円
以
上

の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

▽
市
の
重
度
心
身
障
害
者
特

別
給
付
金
を
受
け
て
い
る

▽
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義

務
者
に
老
齢
福
祉
年
金
が
全

額
支
給
停
止
に
な
る
所
得
が

あ
る

▽
他
市
町
村
が
実
施

す
る
同
様
の
給
付
制
度
の
受

給
対
象
に
な
っ
て
い
る

◇
申
請
・
問
合
先

東
・

中
・
西
福
祉
事
務
所
福
祉
係

▽
東
�
０
７
２
（
９
８
８
）

６
６
１
７
、
�
０
７
２
（
９

８
８
）
６
６
２
０

▽
中
�

０
７
２
（
９
６
０
）
９
２

７
５
、
�
０
７
２（
９
６
０
）

９
２
７
８

▽
西
�
０
６（
６

７
８
４
）７
９
８
０
、�
０
６

（
６
７
８
４
）
７
６
７
７

◇
問
合
先

高
齢
介
護
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

８
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
４
８

ワ
ン
モ
ア
ラ
イ
フ
勤
労
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞

企
業
育
成
室

入
居
者
を
募
集

本
市
か
ら
三
団
体
が
受
賞

遊びに来てね�
おはなしのへや

在日外国人に高齢者給付金を支給

メディアと上手に
つき合おう

一歩
セミナー

（８）第８８２号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１９年５月１５日


